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平成 22年度地域連携・国際センターの主な事業報告 

１．地域連携国際センタープロジェクト関連事業 

（１）看護専門職員研修 

 

【救急看護認定看護師教育課程】 

 救急看護認定看護師制度は 1996 年に発足し、1997 年に救急看護認定看護師が誕生して

いる。本教育課程は 2005年に教育機関として認定を受け、2010年までの６年間で 59名の

修了生を輩出した。 

１）概要 

  開講期間は６月３日（木）～12 月２日（木）までの６ヵ月間であった。受講者は８名

（定員１０名）であり、全国から参集した。 

２）内容 

  科目と時間は日本看護協会の基準カリキュラムを基に作成した。 

  (１)共通科目 105時間 

   共通科目はリーダーシップ、情報処理など、すべての認定分野で必要とされる事項

について受講する。2010 年度は本教育課程の他に「がん化学療法看護認定看護師教育

課程」も開講し、合同講義として行われた。グループワークでは２課程の受講者で活

発な意見交換が行われた。 

  (２)専門基礎科目 120時間 

   専門基礎科目は１）ヘルスアセスメント、２）リスクマネジメント、３）救急技術

の理論と実践の３科目から構成される。ヘルスアセスメントではフィジカルアセスメ

ントについて学習した後、小児、妊産婦、高齢者のそれぞれ発達段階に応じたアセス

メントについて学んだ。また、リスクマネジメントではミスの起きやすい救急医療の

場で、安全な医療、看護を提供するために認定看護師としてどのような行動をとるべ

きかについて学習を深めた。 

  (３)専門科目 180時間 

   専門科目は１）救急看護概論、２）救急看護技術、３）病態とケア、４）救命技術

指導、５）災害急性期看護の５科目から構成される。救急看護技術では早期のリハビ

リテーションを行う意義や実際の手技を学んだ。また、救命技術指導ではグループに

分かれ、ディスカッションを行いながら指導案、教材の作成に遅くまで残って取り組

む姿が見られた。 

  (４)演習及び臨地実習 255時間 

   2010年度の臨地実習は青森市、弘前市、八戸市、岩手県、宮城県の５施設で行った。

これまでの講義、演習での学びを統合しつつ、各施設ですでに活躍している認定看護

師の姿を見ながら、将来の自分自身の認定看護師像をつくりあげていた。 

   その後の事例検討会、ケースレポートでは、臨地実習で得た学びを他者へ伝える過

程を通じて救急看護に対する考えを深めることができた。 

文責：佐々木雅史 
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【がん化学療法看護認定看護師教育課程】 

 認定看護師制度は 1996 年に発足し、がん化学療法看護認定看護師は 2000 年 10 月に日

本看護協会神戸研修センターで誕生した。本教育課程は 2009年度に教育機関として認定を

受けた。 

１）概要 

  開講期間は６月３日（木）～12 月２日（木）までの６ヵ月間であった。受講者は９名

（定員２０名）であり、青森県内のみならず県外からも受講した。 

２）内容 

  科目と時間は日本看護協会の基準カリキュラムを基に作成した。 

  (１)共通科目 105時間 

   共通科目はリーダーシップ、情報処理など、すべての認定分野で必要とされる事項

について受講する。2010 年度は「救急看護認定看護師教育課程」との合同講義として

行われた。グループワークでは２課程の受講者で活発な意見交換が行われた。 

  (２)専門基礎科目 120時間 

   専門基礎科目は１）がん看護学総論、２）症状マネジメント論、３）腫瘍学概論、

４）がん化学療法概論、５）臨床薬理の知識と活用方法、６）臨床試験と治験コーデ

ィネーター、７）がんの医療サービスと社会的支援の７科目から構成される。 

  (３)専門科目 150時間 

   専門科目は１）がん化学療法患者・家族のアセスメント、２）主要ながん化学療法

薬レジメンとその看護、３）がん化学療法薬の投与管理とリスクマネジメント、４）

がん化学療法に伴う身体の変化と症状緩和技術、５）がん化学療法患者へのセルフケ

ア支援、６）がん化学療法に伴う患者・家族の意思決定を伝える看護援助、７）外来

／在宅がん化学療法と看護援助の７科目から構成される。 

  (４)演習及び臨地実習 240時間 

   学内演習 60時間、臨地実習Ⅰ45時間、臨地実習Ⅱ135時間で構成される。臨地実習

Ⅰは受講生の所属する施設で行うこととなっており、自施設におけるがん治療に関す

るチーム医療の活動と実際について把握し、課題を明確にすることを主な内容として

いる。臨地実習Ⅱについては、2010年度は青森市、八戸市、三沢市、岩手県、東京都、

埼玉県、神奈川県の７施設で行った。臨地実習Ⅱにおいては、これまで学習した知識

と技術を統合し、認定看護師の役割である「実践」、「指導」、「相談」について展開す

ることを目標としている。 

文責：織井優貴子 
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【認定看護管理者教育課程（サードレベル）】 

1．サードレベル実施概要 

 平成 22年度は、サードレベルの教育課程を開講した。 

 

1）日程： 第 1クール 平成 22 年 6 月 16 日～7月 10 日 

第 2 クール 平成 22 年 8月 23 日～9月 10 日 全 33 日間（189 時間） 

 

2）受講生：17名（修了生 17名） 

看護部長等 3名、副看護部長等 8 名、看護指導監 1 名、 

看護科長等 3名、看護師長 2 名 

青森県内 9 名、県外 8名       女性 16名、男性 1名 

3）内容： 

・カリキュラムは、「保健医療福祉政策論」、「保健医療福祉組織論」、「経営管理論」、「経

営者論」の 4 つの教科目からなり、講義と演習で構成している。時間数は規定の 180

時間のほかに、オリエンテーション・プレゼンテーション等 9時間を加え、計 189 時

間であった。 

・講師は、県内外の専門分野の教育・研究・実践者が担当し、学内の教員の協力も得た。 

・学習方法は、成人学習として主体的に展開することを目指し、講義、演習、プレゼン

テーション、実習を取り入れた。 

 

 

2.サードレベルフォローアップ研修 

1）目的：サードレベル修了者が認定看護管理者認定試験を受験することを推進し、認定試

験に向けて準備および情報交換を行う。 

2）開催日：平成 23年 2月 26 日（土） 

3）場所：青森県立保健大学 C棟 N講義室 1 

4）参加者：平成 21年度セカンドレベル修了者 4 名、 

平成 22 年度サードレベル修了者 17 名、 

演習支援者 5名、教員 3 名  計 29 名 

5）研修内容：認定看護管理者認定試験合格者から認定試験受験までの対策および情報提供

支援者を交えたグループワークを実施 
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（２）社会福祉研修 

 平成 18年度から本学で実施している社会福祉研修事業につきましては、今年度も引き続

き県から委託を受け実施いたしました。 

 本学の理念である「ヒューマンケア」を目標に、本学の有する教育・研究機能を生かし、

良質で福祉の現場のニーズに即した研修機会を提供することによって、本県の社会福祉の

人材育成に寄与しているところです。 

 とりわけ県が昭和 26年から実施してきており、全国的に見ても長い歴史を持つ社会福祉

主事資格認定講習会を引き続き実施し、今年度は 50名の社会福祉主事任用資格取得者を輩

出しております。 

 一般研修につきましては「トップセミナー」「セーフティネットフォーラム」など年間 21

件の研修を実施いたしました。 

 今後とも、関係者の皆様の声を生かした新たな企画に基づく研修を実施してまいります

ので、よろしくお願い申し上げます。 

 

（参考：平成 22年度実績） 

研  修  名 日  数 参 加 者 数（人） 

社会福祉主事資格認定講習会 53 55 

一般研修（21本） 23 1,595 

合計（22本） 76 1,650 

 

文責：坪 歩 
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２ 研修科事業報告 

 

・平成 22年度の研修科事業の概要 

 

（1）第 10回ケアマネジメントフォーラム IN青森 

1.企画の背景 

 対人援助職（ケアマネージャー）の役割は、ますます重要になってきているが、現場に

おいては、一人で困難ケースの対応を判断し、援助していることも尐なくない。対人援助

職（ケアマネージャー）をサポートするスーパーバイザーを確保することも困難である。

この研究企画は、対人援助職（ケアマネージャー）の日々の職務に役立ち、開催の意義は

大きいと考える。 

 

 2.研修目的 

 地域住民を支援する保健医療福祉専門職を対象として、実践報告などを通して、対人援

助職（ケアマネージャー）としての資質向上を目的とする。 

 

 3.研修受講者 

 保健医療福祉専門職：74名 

 

 4.開催日時および場所 

 平成 22年 11月 12日（金）13：00～16：00 青森県立保健大学 大講義室 A2（A111） 

 

 5.研修内容 

 テーマ：地域連携パスを考える ―住み慣れた地域で暮らしていくために― 

 形式：基調講演、シンポジウム 

  1）基調講演講師：青森市民病院 副院長 脳神経外科 畑山 徹 

    内容：「地域連携パスを考える」 ―連携パスが繋ぐ“医療”と“人” 

  2）シンポジウム 

   「地域連携パスについて考える」―私たちの取組み― 

   座長  

   青森市民病院 副院長  畑山 徹先生 

   シンポジスト 

   青森市南地域包括支援センター センター長 齋藤 慶吾 

   あおもり協立病院 地域連携医療室 高橋 千津子 

   むつ総合病院 看護局次長 甲田 久美子 

   青森県立保健大学 看護学科 准教授 細川 満子 
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6.研修の成果および評価 

 研修終了後、アンケート調査を実施した。参加者 74 名のうち、60 名（回収率 81％）か

ら回答いただいた。研修の満足度は、「満足した」37％、「やや満足した」47％、今後の職

務に「役立つ」55％、「役立つかもしれない」38％であり、研修会の評価は良好であった。 

 検討すべき意見として、「ディスカッションしやすい会場の設定、設置を進めてはどう

か？」、「講義時間は丁度良かったが、一人一人のシンポジスとの話が短く、さらっと流さ

れてしまったように感じた。一人一人の持ち時間はもっと長いほうがいいと思う」などが

あった。 

 概ね、参加者には満足していただけたようであるが、シンポジウムでフロアとのやり取

りの時間が無かった為、シンポジストの発表時間や進行について等、次年度に向け検討す

る。 

 

 

（2）卒業生を対象とした研修会 

 地域貢献の一環として、本学の卒業生を対象としたリカレント教育の実施を企画した。 

 本年度は、各学科で企画し、実施された。事業は以下のとおりである。 

 

＜看護学科＞ 

1.テーマ：「医療・福祉の場に活かすアサーティブネス・コミュニケーション」 

 

2.日時：平成 23年 1月 25日（火）13：00～16：00 

 場所：青森県立保健大学 教育研究 C棟 2階 N講義室 1（C204） 

 

3.講師：特定非営利法人アサーティブジャパン 専属講師 矢田 早苗 

 

4.参加者：そつぎょうせい 7名、教員 27名 

 

5.アンケート結果：回答者 6名 

 1）開催時期・時間帯：良い 4 どちらとも言えない 1 別な時期が良い 1 

            理由＝週末が良い、冬以外が良い 

 2）時間配分：ちょうど良い４  長い 2 

 3）内容：非常に良い４  良い２ 

      意見＝ロールプレイをもっと増やせばいいと思う。 

 4）今後の活動に役立つか？：非常に役に立つ 6 

 5）来年も参加したいか：できれば参加したい６ 

 6）今後のテーマの希望：特になし 
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 7）その他：とても有意義だった。教員の方と関わることができて良かった。 

 

5.まとめ：今回は昨年度および一昨年度の卒業生を対象とし、教員や在校生との交流も可能

なようにと平日の開催としたが、卒業生の参加者が尐なかった。次回はアンケー

ト結果にあるように開催時期や曜日を変更して開催することを検討する。 

講演については、参加者がペアになって話をしたりロールプレイを行ったりす

ることが多く、実際の臨床場面等に活用しやすい内容であったため「良かった」

との感想が多かった。今後も卒業生が臨床場面で活用しやすいテーマ・内容を選

定して計画していきたい。 

担当：佐藤 愛 

 

＜理学療法学科＞ 

1.テーマ：「足の機能解剖と徒手テスト」 

 

2.日時：平成 22年 11月 6日（土）13：30～16：30 

 場所：青森県立保健大学 教育研究 B棟 物理療法学実習室（B310） 

 

3.講師：医療法人鎮誠会 姫島クリニック リハビリテーション科 

和久井 鉄城（本学 1期生） 

 

4.参加者：理学療法学科卒業生 15名（講師除く）、学生 30名 

 

5.アンケート結果： 

  【卒業生回答者 14名】 

   開催時期：ちょうどよい 13  もっと早い時期がよい 1 

   研修内容の満足度：満足 9  やや満足 4  どちらともいえない 1 

   研修は仕事に役立つか：非常に役立つ 7  やや役立つ 6  どちらともいえない 1 

   研修の長さ：ややながい 1  ちょうどよい 13 

   研修会の継続：強くそう思う 11  ややそう思う 3 

   来年も参加：ぜひ参加したい 11  参加するかもしれない 3 
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  【在校生回答者 28名】 

   研修の内容：尐し難しかった 2  どちらともいえない 24 

         まあまあわかりやすかった 2 

   研修の長さ：やや長い 7  ちょうどよい 19  やや短い 1 

   今後の実習（3年生）や臨床（4年生）に役立つ：非常に役立つ 9  やや役立つ 16 

                          どちらともいえない 3 

   今後も参加：ぜひ参加したい 19  参加するかもしれない 8 

参加しないかもしれない 1 

 

5.概要：3年連続で本学 1期生である和久井氏をお招きし、足の機能解剖と徒手テストにつ

いて講義ならびに実技指導を行った。参加した卒業生は、昨年度と同様、臨床経験

が短い方が多かった、研修会当日に学会や研修会などがあり、参加人数は昨年度よ

り尐なかった。一方、学生の参加は多かった（昨年 14人、今年 30人）。卒業生、学

生ともに来年度も研修会の開催を望んでおり、内容や時期など皆さんからの意見を

参考に継続していきたい。 

担当：福島 真人 

 

＜社会福祉学科＞ 

1.テーマ：「社会福祉士としての使命を考える」 

 

2.日時：平成 23年 1月 29日（土）14：00～16：00 

 場所：青森県立保健大学 教育研究 C棟 2階 N講義室 1（C204） 

 

3.講師：司会 青森県立保健大学 社会福祉学科 教授 佐藤 惠子 

    シンポジスト 青森敬仁会病院 1期生 今 栄利子 

           介護老人保健施設とわだ 1期生 川村 文絵 

           更生保健施設プラザあすなろ 4期生 小野 博幸 

           青森県立保健大学 助手 4期生 種市 寛子 

 

4.参加者：卒業生 14名 在校生 3名 

 

5.研修内容：シンポジストからの話題提供を通して、参加者全員の職場業務、ソーシャルワ

ーカーとしての使命、責任について意見交換を行った。地域生活をしている利

用者へのフォローアップが十分でない状況や、地域生活における連携が取りき

れない実情（MSW、地域包括支援センター配置の社会福祉士）、また、施設利

用者の処遇困難ケースなどについて、どのように対応しているのか、具体的な
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議論がみられた。司法福士領域について、社会福祉士がなぜ必要なのか、どの

ような支援活動をおこなっているのかの情報提供がなされ、更生保護施設の社

会福祉士に関する質疑が活発に行われた。社会福祉士を養成する側から、学生

を指導することの難しさが報告された。 

 参加者の一人一人が、社会福祉士、ソーシャルワーカーとしての使命とは何か

を改めて考える契機となった、尐人数ということもありフロア全員が参加する形

でシンポジウムが展開され、深みのある議論や意見交換ができたことは大変有意

義であったと思われる。 

担当：石田 賢哉 

 

 

（3）研修企画・実施助成事業 

 県内の保健医療福祉専門職を対象とした研修企画を募集し、助成を行った。採択された

研修企画については事業実績報告参照のこと。 

 

（4）教育改善研究助成 

 本学の教育方法等の改善に資するための研究課題を募集し、助成を行った。採択された

研修企画については事業実績報告書参照のこと。 

 

（5）ブックレット作成事業 

 本学教員の研究成果を県民に還元することを目的として、継続的な小冊子の発行を昨年

度に引き続き行った。発行されたブックレットについては事業実績報告書参照のこと。 
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平成22年度韓国仁濟(インジェ)大学校との日韓国際交流報告 

 

１．仁濟大学校物理治療学科から本学へ 

（１）研修概要・来学者 

期間：平成22年7月12日(月)～8月11日(水)の約4週間  

概要：7/12(月) ～7/16(金) オリエンテーション，病院・施設見学および学内で授業参加 

7/20(火) ～7/30(金) 黎明郷リハビリテーション病院・弘前脳卒中センター等で研修 

8/9(月) 修了式  8/11(水) 帰国 

宿泊先：7/12(月)～7/19(月)・7/31(土)～8/10(火)：本学ドミトリー 

7/20(火) ～7/30(金)：黎明郷リハビリテーション病院寮 

来学者：3年生4名 方 淙湖（バン ジョンホ） 男性  崔 圭成（チェ ギュソン） 男性 

          李 聖恩（イ ソンオン） 女性   禹 春任（ウ チュンイン） 女性 

教員1名  金 美賢（キム ミヒュン） 女性 ＊7/12(月)～7/15（木） 

（２）まとめ 

①仁濟大学校の学生は大変熱心に見学・研修等に取り組み，無事に全日程を修了できた。 

②通訳は主に弘前大学の韓国人留学生に依頼し，何とか確保できた。 

③黎明郷リハビリテーション病院(平川市)は，次年度同法人の弘前脳卒中センター(弘前市)隣へ移転予

定で本年度が最後の研修であった。それで，研修終了後の昨年 8/4 に尾崎国際科長と理学療法学科李

講師・藤田で黎明郷リハビリテーション病院へ伺い，理事長の福田先生へ平成14年度から研修を受け

入れていただいたお礼を述べると共に，感謝状と記念品(箸)を贈呈した。なお，次年度は弘前脳卒中

センターで研修を受け入れていただけそうであるが，宿舎および移動手段の確保が課題である。 

 

２．本学理学療法学科から仁濟大学校へ 

（１）研修概要・訪韓者 

期間：平成22年8月20日(金)～9月5日(日)の約2週間 

概要：8/20(金) 青森→ソウル→釜山  ◎橋本先生引率 

8/21(土) 午前中：病院研修オリエンテーション  

8/23(月)～8/28（土）仁濟大学校附属白(パク)病院での研修 

8/30(月)～9/2(木)  仁濟大学校で授業参加および学生と交流 

9/3(金) 釜山→ソウルへ移動  9/5(日) ソウル→青森へ  ◎李先生引率 

宿泊先：8/20(金)～9/2(木)：仁濟大学校ドミトリー 

9/3(金)～9/4(土)：ソウル市内ホテル 

訪韓学生：3年生4名  渡邊 由希（わたなべ ゆき）    前田 和平（まえだ かずへい）  

               齋藤 悠城（さいとう ゆうき）  小向 佳奈子（こむかい かなこ） 

引率教員：往路8/20(金9～8/25(水)：橋本助教，復路8/30(月)～9/5(日)：李講師 

（２）まとめ 

①本学学生は白病院の職員や仁濟大学校教員・学生に大変お世話になり，充実した研修ができた。また，

本学大学院を修了した張恩美さんが仁濟大学院博士課程に在籍中で，通訳等で大変お世話になった。 

②次年度以降の研修先の候補と考えている海雲台の新病院は次年度全面オープン予定だが，一部稼働し

ていた。リハ室がとても広く，最新器機がそろっており，実習には最適の環境だが，病院自体は大学

の寮からとても離れており，通えない。宿舎の確保が課題である。 

                       （担当者:理学療法学科 藤田智香子） 
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English Café 

On the Open Campus day, 8th August 2010, AUHW English teachers hosted an 

‘English Café’ for visitors to the university. Light refreshments (tea, coffee, 

snacks) were offered to guests, who were invited to meet English teachers and 

converse in English in a relaxed atmosphere. The event attracted a steady flow 

of visitors throughout the afternoon. 

Alan Knowles 
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海外研修・交流報告会について  

 

 以下の通りの内容で海外研修・交流報告会を実施した。  

【実施日時】  

平成 22 年 12 月 14 日（火）15：40～17：00 

【実施場所】  

青森県立保健大学Ｂ棟 1 階Ｂ110 教室  

【発表内容】  

『インジェ大学校との国際交流報告』  

理学療法学科 3 年   小向佳奈子さん 渡邊由希さん  

前田和平さん 齋藤悠城さん  

 

『本学栄養学科と韓国・慶北大学校との協定締結報告』  

国際科  川内規会先生  

 

その他：質疑応答・グループディスカッション  

 

 

 報告会には学生 65 名、教員 8 名の参加があった。  

本報告会では、２つの海外交流について発表が行われた後、参加者からの質疑

応答、参加者５～６名と発表者１名のグループで海外研修についての意見交換を

行った。  

参加した学生は、報告を聞いて海外研修に興味をもったようで、次年度の海外

研修にぜひとも参加したいとの声が多く聞かれた。  
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講演会 

 

平成 23 年 1 月 26 日（水）15 時 40 分から 17 時 00 分まで、本学 A111 教室において、「海外留

学は身を助け国を助ける」をテーマにシンポジウムを開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本年は、公開講座の位置づけとして、学外にも広く広報を行いましたが、開催日時の関係もあ

り、学外からの参加者は少なく、殆どが、本学学生、教職員を中心に約 60 名の参加がありました。

アンケートによる評価は、講演会の内容の興味について「大変あった」40％、「かなりあった」36.4％

でしたが、「あまりなかった」についても 20％あり、学生の興味については、ばらつきがある結

果でした。興味が高かった学生からは、「留学してみたいと思った」「留学制度がわかった」「留学

のメリットがわかった」「経験者の話しが聞けたのはよかった」などの感想が聞かれ、これからの

日本の将来を担っていく若者への刺激を与える機会になりました。今後も、青森県から、国際的

に活躍できる人材を輩出できるような機会を作っていきたいと思います。 

 

 

大変あった

かなりあった

あまりなかった

全くなかった

 

   講演会の内容の興味についての結果          

 

                             責任者：山本 加奈子 

《趣旨》 

昨今、日本の若者は「内向き」と言われ、海外へ留学する学生数が激減している。これは学生 

自身のみならず日本国にとっても大きな損失であり危機的状況である。今回のシンポジウムで 

は、留学経験者から体験談を聞き、この問題の背景と対応策を考える機会とした。 

注)「留学」とは、海外の大学の学部または大学院で単位や学位を取得することとする。 

 

《概要》 

基調講演として、「留学生数の最近の動向・留学支援制度の活用」、「欧州の留学支援システムの

近況」について、本学教員による講演を行った。さらに、「米国留学は楽しい」「仏国留学は楽し

い」と題し、学内外の留学経験のある教員による講演を行った。 

基調講演の後、「“内向き”を“外向き”に変えるためには」について、ディスカッションを行

った。                
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